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「神の母よ、我等信者は今日

爾の降臨に蔭はれて欣ばしく

祭り、爾の至浄なる像を仰ぎ

て熱切に云ふ、爾の尊き庇護

にて我等を覆ひ、我等を諸の

悪より脱れしめて、爾の子ハ

リストス我等の神に我が霊を

救はんことを祈り給へ。」 

（生神女庇護祭 トロパリ） 

を
表
す
に
相
応
し
い
と
の
説
を
唱
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の
「
神
性
」
と
「
人
間
性
」
、

そ
し
て
「位
格
」を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と

い
う
重
要
な
問
い
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の

論
争
の
激
化
に
伴
い
、
東
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
両

皇
帝
は
431
年
に
エ
フ
ェ
ス
公
会
を
招
集
し
て
ネ

ス
ト
リ
イ
は
排
斥
さ
れ
、
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
の
称

号
は
公
認
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
ハ
リ
ス
ト
ス
は
「
万
世
（
よ
ろ
ず
よ
）

の
前
に
父
よ
り
生
ま
れ
」
た
方
で
す
が
、
「
聖
神

及
び
童
貞
女
マ
リ
ヤ
よ
り
身
を
取
り
人
と
為
」

ら
れ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
永
久
の

神
が
処
女
に
宿
り
、
こ
う
し
て
マ
リ
ヤ
の
胎
は

「
天
よ
り
廣
き
も
の
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
は
マ
リ
ヤ
を
通
し
て
人
と
し
て
お

生
ま
れ
に
な
り
、
救
い
の
業
を
完
成
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
救
い
が
私
た
ち
に
伝

え
ら
れ
た
の
は
、
多
く
の
聖
人
達
を
通
し
て
で

し
た
。
確
か
に
神
と
人
と
の
仲
保
者
は
ハ
リ
ス

ト
ス
た
だ
お
一
人
で
す
が
、
神
は
マ
リ
ヤ
や
聖

人
達
を
通
し
て
私
た
ち
を
救
い
に
招
か
れ
た
の

で
す
。
故
に
マ
リ
ヤ
や
聖
人
達
を
通
し
て
神
に

救
い
を
求
め
る
こ
と
は
、
神
の
業
に
倣
う
こ
と

で
も
あ
る
の
で
す
。
（司
祭
ル
カ
田
畑
隆
平
） 

教
会
で
は
毎
年
１０
月
１４
日
に
生
神
女
庇

護
祭
を
祝
い
ま
す
。
生
神
女
と
は
、
「神
を
生
み

し
女
」
を
意
味
す
る
ロ
シ
ア
語
「
ボ
ゴ
ロ
デ
ィ
ッ

ツ
ァ
」
の
日
本
語
訳
で
、
「
神
を
生
み
し
者
」
を

意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
に
由
来

す
る
言
葉
で
す
。 

こ
の
テ
オ
ト
コ
ス
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ

た
最
も
古
い
記
録
は
、
西
暦
２６９
年
に
致
命
し

た
ロ
マ
の
パ
パ
聖
イ
ッ
ポ
リ
ト
（
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト

ス
）の
著
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
３

世
紀
に
は
既
に
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
と
い
う
言
葉
は

使
用
さ
れ
て
お
り
、
４
世
紀
に
な
る
と
当
た
り

前
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
５
世
紀
に
な
る
と
当
時
の
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
プ
ル
大
主
教
ネ
ス
ト
リ
イ
（ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
／
在
位
428‐

431
）は
、
「テ
オ
ト
コ
ス
」と
い

う
用
語
は
適
切
で
は
な
く
、
「
ク
リ
ス
ト
ト
コ

ス
」（ハ
リ
ス
ト
ス
を
生
み
し
者
）こ
そ
が
マ
リ
ヤ 
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敬 

老 

会 

開 

催 

新
執
事
の
紹
介 

髙
橋
（
紀
）
兄
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー 

笹川執事長の乾杯の発声と
参加者を代表し本多姉の挨拶 

モレーベン 

 
仙
台
教
会
で
は
９
月
１３
日
㈰
の

聖
体
礼
儀
後
に
敬
老
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
、
温
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最後は山田夫妻のギター
とピアノに合わせて聖歌隊
と参加者で合唱 

敬老の日のお祝いに仙台
教会オリジナル・バッグを
プレゼントしました！ 



                       

(3)                         教 会 だ よ り     2026(令和 8)年 10 月(第 592 号) 

講
話
の
後
は
初
級
者
、
中
級
者
、
上
級
者
の

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
司
祭
に
よ
る
実
技
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
級
者
ク
ラ
ス
で
は
誦

経
の
基
礎
と
な
る
聖
三
祝
文
～
天
主
経
に
つ
い

て
、
中
級
者
ク
ラ
ス
で
は
気
を
付
け
る
べ
き
発

音
な
ど
に
つ
い
て
、
上
級
者
ク
ラ
ス
で
は
音
程

や
声
量
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

誦
経
奉
仕
者
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
毎

年
ブ
ロ
ッ
ク
の
宣
教
会
議
で
話
し
合
い
、
改
善

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
が
最
も
「
参
考
に
な
っ

た
」と
の
声
を
頂
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

最
後
に
一
関
教
会
の
小
野
寺
執
事
長
よ
り

懇
親
会
の
案
内
が
あ
り
、
程
な
く
の
再
会
を
約

束
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

９
月
２３
日
㈬
・
秋
分
の
日
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
「誦
経
奉
仕
者
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
東
北
の

司
祭
４
名
と
信
徒
30
名
が
会
場
で
あ
る
金
成

教
会
に
集
い
ま
し
た
。
当
管
轄
区
か
ら
は
仙
台

か
ら
４
名
、
中
新
田
か
ら
４
名
の
計
８
名
の
信

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ダ
ヴ
ィ
ド
水

口
神
父
様
に
よ
る
講
話
「
第
三
時
課
の
聖
詠
に

つ
い
て
」。
「時
課
と
は
何
か
」の
解
説
か
ら
旧
約

詩
文
の
特
徴
、
聖
詠
の
解
釈
の
仕
方
、
そ
し
て

三
時
課
で
読
ま
れ
る
３
つ
の
聖
詠
（
第
１６
聖

詠
、
第
２４
聖
詠
、
第
５０
聖
詠
）
の
解
き
明
か
し

に
つ
い
て
、
詳
細
な
資
料
を
基
に
み
っ
ち
り
１

時
間
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

誦
経
奉
仕
者
研
修
会 

 

水口師による全体講話 

熱心に講話に耳を傾ける 

初級クラス 

中級クラス 

上級クラス 



台
か
ら
は
田
畑
神
父
と
山

中
姉
が
出
席
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
主
に
今
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
各
行
事

の
要
綱
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。 
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一
万
円 

水
口
敦
子
、
菅
原
き
み
子 

五
千
円 

木
村
良
治
、
村
井
惠
子 

三
千
円 

伊
勢
洋
子
、
千
葉
弘
樹
、
笹
川
皓
、 

山
本
理
惠
子 

二
千
円 

渡
辺
ひ
ろ
子 

千
円 

山
中
由
美
、
佐
々
木
隆 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

五
千
円 

熊
谷
壮
仁
・熊
谷
崇
彦
・金
澤
篤
彦
、 

村
井
惠
子 

三
千
円 

田
畑
つ
ば
さ
、
山
中
由
美
、
山
中 

歌
子
、
高
橋
秋
子
、
佐
藤
幾
久
子 

○
敬
老
感
謝
献
金 

五
千
円 

岡
多
喜
子
、
平
塚
裕
、
永
元
道
子
、 

熊
谷
経
光
、
千
葉
温
、
笹
川
皓
、 

佐
藤
幾
久
子
、
村
井
惠
子 

三
千
円 

太
田
ち
え
子
、
本
多
弘
子
、
髙
橋 

紀
武
、
高
橋
秋
子 

二
千
円 

渡
辺
ひ
ろ
子 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

宮
﨑
正
美 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

川
股
洋
一
郎 

※
敬
称
略 
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９
月
１９
日
㈯
１５
時
よ
り
、
２
回
目
と
な
る 

徹
夜
祷
の
勉
強
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
翌
日
曜
日

の
晩
に
行
わ
れ
る
生
神

女
誕
生
祭
の
徹
夜
祷
を

題
材
に
、
祭
日
に
な
る

と
祈
祷
の
ど
こ
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

９
月
１７
日
㈭
午
後
１
時
よ
り
一
関
教
会
に

て
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
宣
教
会
議
が
行
わ
れ
、
仙

台 

第
２
回
徹
夜
祷
勉
強
会 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議 

聖
師
父
の
格
言
３
０
０
選 

 

こ
の
度
、
『
聖
師
父
の
格
言
３
０
０
選
』
と
い

う
本
の
日
本
語
訳
が
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
、
訳

者
で
あ
る
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
兄

が
生
神
女
就
寝
祭
の
日
に
仙
台
教
会
に
持
参

し
、
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
聖
歌
隊
指

揮
者
の
土
田
兄
も
翻
訳
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
頒
布
献
金
目
安 

千
円
。 

○
聖
堂
内
献
金 
五
三
、
六
二
〇
円 

○
お
米 

婦
人
会 

○
納
骨
献
金 

十
万
円 

門
間
新 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
万
円 

大
津
真
樹
子
（櫻
井
恵
美
子
姉 

一
年
祭
） 



                      

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

白
河
教
会
で
は
９
月
４
日
㈮
か
ら
５
日
㈯
に

か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
徹
夜
祷
と
聖
体

礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
聖
体
礼
儀
に

続
け
て
秋
の
総
パ
ニ
ヒ
ダ
が
行
わ
れ
、
白
河
教

会
の
全
て
の
永
眠
者
を
記
憶
し
て
祈
り
を
献

じ
ま
し
た
。 

 

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
西
日
本
主
教

教
区
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
『正
教
要
理
』
（
ト

マ
ス
・
ホ
プ
コ
著
／
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
訳
）
を

用
い
て
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
『
正
教
要

理
』
は
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
ま
す
が
、
冊
子
の
頒

布
も
し
て
い
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
田
畑
神

父
ま
で
。 

聖体礼儀がどのよう
な構成・順番で組み立
てられているのか、そ
の流れを学び、その意
味について、また祈祷
中の心得についても学
びます。 
（申込：11 月１日まで） １０月１４日 

至聖なる我が女宰 
生神女永貞童女 
マリヤの庇護祭 

中
新
田
教
会
で
は
８
月
２２
日
㈯
か
ら
２３
日

㈰
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
主
の
変
容

祭
を
お
祝
い
ま
し
た
。
聖
体
礼
儀
後
に
は
新
果

新
蔬
の
成
聖
祈
祷
が
行
わ
れ
、
信
徒
達
が
持
ち

寄
っ
た
野
菜
や
果
物
が
成
聖
さ
れ
て
、
昼
食
の

時
に
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
１３
日
㈰
の
代
式
祈
祷
の
際
に
は

奉
仕
作
業
と
し
て
生
垣
の
剪
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

聖歌研修会 

講師：長司祭ダヴィド水口優明師 

日時：１１月７日㈯１３時‐１５時半 

会場：仙台ハリストス正教会 

永
眠 

九
月
二
十
二
日 

【中
新
田
教
会
】 

ウ
ェ
ラ 

鈴
木 

多
美
子 

姉
（
９０
歳
） 

永
遠
の
記
憶 

 

↑

信
徒
が
持
ち

寄
っ
た
果
物
と
野

菜
類 

↓

昼
食
の
一
コ
マ 

「聖体礼儀の流れについて」 



                       

１０月聖名日 

モレーベンのご案内 
１０月１８日㈰聖体礼儀後 

１０月の聖名日モレーベンに

該当する方々です。ぜひご参祷

ください。 ▲ラドネジの聖セルギイ 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

10/5 イオナ（聖預言者） 伊藤治男、小松貢平 

10/8 セルギイ（ラドネジの奇蹟者） 
鈴木桂一郎、高橋清太、ｺﾏﾛﾌ･ｾﾙｷﾞｲ、

高橋章紘、山田瑞樹、山田廣志 

10/9 イオアン（聖使徒福音者神学者） 

加藤 進、木村茂樹、木村秀一、 

小堀敬大、菅原伸幸、鈴木貴之、 

高橋紀武、板橋宏治、早坂 盤、 

早坂恒輝、吉田光一、若松勝三、 

恩田 修 

10/13 ミハイル（キエフの府主教） 桜井正紀 

10/14 ロマン（コンスタンチノープルの聖歌者） 
小松民雄、猪股弘平、金子論満、 

本間俊平 

10/18 ハリティナ（ポントの聖致命女） 早坂佐和子 

10/22 アンドロニク（エジプトの克肖者） 本間金吾 

10/24 ジナイダ（聖致命女） 渡辺静江 

10/31 ハリサ（ﾏｸﾞﾚﾝｽｶﾔの聖大致命女） 土田宇快 

10/31 ルカ（聖使徒福音者） 
沢辺康夫、高橋克拓、中川国利、 

平塚 裕、田畑隆平神父 

 

▲聖預言者イオナ 

【日時】１１月１５日㈰－１６日㈪    

【会場】厳美温泉「亀の井ホテル」   

【参加費】２０,000 円  【申込締切】10 月 26 日 

１日目 

・１０時  聖体礼儀 

・１２時  猊鼻渓にて昼食 

・１３時半 舟下り 

・１５時半 東山和紙の里 

・１９時  懇親会 

２日目 

・１０時 平泉世界遺産 

ガイダンスセンター 

・１１時半  毛越寺、中尊寺 

・１２時半  平泉レストハウス 

  にて昼食、解散 



                      

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
９
月
６
日
午
後
１
時
半
～
４
時 

場
所
：会
館
３
階
第
１
集
会
室 

一
、
報
告
事
項 

８
・
９
㈰ 

定
例
執
事
会 

８
・
15
㈯ 

徹
夜
祷 

８
・
16
㈰ 

変
容
祭
聖
体
礼
儀
、
聖
名
祭
モ
レ
ー 

ベ
ン
、
聖
歌
隊
総
会 

８
・
22
㈯-

23
㈰ 

田
畑
神
父
中
新
田
巡
回 

８
・
23
㈰ 

代
式
、
聖
堂
清
掃 

８
・
27
㈭ 

生
神
女
就
寝
祭
徹
夜
祷 

８
・
28
㈮ 

生
神
女
就
寝
祭
聖
体
礼
儀 

８
・
29
㈯ 

徹
夜
祷 

８
・
30
㈰ 

主
日
聖
体
礼
儀
、
門
間
家
納
骨 

９
・
4
㈮-

5
㈯ 

田
畑
神
父
白
河
巡
回 

９
・
5
㈯ 

徹
夜
祷 

９
・
6
㈰ 

主
日
聖
体
礼
儀
、
執
事
会 

伝
道
会 

毎
週
火
・水
曜
開
催 

合
唱
団 

会
館
使
用
な
し 

一
般
会
計 

定
額
献
金
34
％
、
参
堂
献
金
32
％
、 

臨
時
献
金
９
％ 

収
益
事
業 

来
月
ピ
ア
ノ
の
調
律
有
り
。
今
年
は 

１
台
の
み
一
万
四
千
円
の
予
定
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴
敬
老
会
の
件 

・今
年
は
お
祝
い
の
品
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
に
し

た
が
、
食
べ
物
と
違
い
グ
ッ
ズ
類
だ
と
賞
味
期
限

や
各
人
の
体
調
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
無
く
、

ま
た
発
送
の
労
力
や
送
料
の
負
担
も
少
な
い
た

め
、
次
年
度
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
も
郵
送

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。
な
お
、
70
歳
、
77
歳
と

80
歳
以
上
の
方
に
送
る
と
い
う
方
法
は
混
乱
を

招
く
た
め
、
敬
老
会
に
参
加
し
た
70
歳
以
上
の

方
に
は
全
員
に
差
し
上
げ
、
郵
送
す
る
の
は
80

歳
以
上
の
方
の
み
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
現
時
点

で
の
案
と
す
る
。 

・余
興
は
イ
オ
ア
ン
髙
橋
兄
の
手
品
と
、
キ
ャ
ン
プ

だ
ホ
イ
の
報
告
会
、
２-

３
曲
の
合
唱
と
す
る
。 

⑵
バ
ザ
ー
代
案
の
件 

以
前
の
案
は
一
旦
仕
切
り
直
し
と
す
る
。 

⑶
保
険
更
新
の
件 

・
最
適
な
保
険
を
探
す
た
め
保
健
の
窓
口
へ
相
談

に
行
っ
た
が
法
人
は
対
象
外
。 

・昨
年
も
２
社
ほ
ど
見
積
も
り
を
取
っ
た
が
、
今 
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年
も
相
見
積
も
り
を
取
る
。 

・最
終
判
断
は
神
父
に
一
任
す
る
。 

⑷
門
扉
の
件 

ア
ン
ド
レ
イ
高
橋
執
事
が
使
用
に
は
問
題
な
い

程
度
ま
で
修
繕
済
み
。
さ
ら
に
改
善
す
る
予

定
。 

⑸
聖
堂
の
亀
裂
の
件 

聖
堂
外
壁
の
亀
裂
の
周
囲
が
黄
色
く
汚
れ
て
き

た
が
、
強
度
等
に
問
題
が
生
じ
た
訳
で
は
な
く
、

掃
除
を
す
る
だ
け
で
構
わ
な
い
。 

⑹
執
事
代
務
者
の
件 

継
続
課
題
。 

三
、
そ
の
他 

・
バ
ザ
ー
の
代
案
と
し
て
芋
煮
会
を
す
る
。
バ
ザ

ー
と
違
い
芋
煮
会
は
新
し
い
人
を
招
く
こ
と
に

は
繋
が
ら
な
い
が
、
現
在
未
信
徒
の
参
祷
者
が

多
く
、
信
者
間
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
彼

ら
と
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
目
的
。

そ
の
為
開
催
日
は
日
曜
と
し
、
10
月
18
日
の

聖
体
礼
儀
後
と
す
る
。
会
費
は
500
円
と
し
、
ア

ン
ド
レ
イ
高
橋
執
事
を
実
行
委
員
長
と
し
て
叩

き
台
を
作
成
、
早
急
に
形
に
す
る
。 



                       

○
仙
台
教
会 

3
日
㈯ 
主
日
徹
夜
祷
（
17
時
半
） 

第
１
調 

4
日
㈰ 
祭五

後旬
第
18
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

コ
リ
ン
フ
後
188
端
９
：６-

１１ 

マ
ト
フ
ェ
イ
７７
端
１８
：
２３-

３５ 

〇
定
例
執
事
会 

１０
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 
第
２
調 

１１
日
㈰ 

祭五

後旬
第
１９
主
日
聖
体
礼
儀
（
１０
時
） 

コ
リ
ン
フ
後
１９４
端
１１
：
３１-

１２
：９ 

ル
カ
１７
端
５
：
１-

１１ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

１３
日
㈫ 

祭
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

１４
日
㈬ 

生
神
女
庇
護
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

１７
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
３
調 

１８
日
㈰ 

祭五

後旬
第
２０
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２００
端
１
：
１１-

１９ 

ル
カ
２
６
端
６
：
３１-

３６ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

２４
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

２５
日
㈰ 

祭五

後旬
第
２１
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
半
） 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２０３
端
２
：
１６-

２０ 

ル
カ
３０
端
７
：
１１-

１６ 

 
 
 
 

 
 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕
日 

 

○
白
河
教
会 

1
日
㈭ 

教
会
清
掃
（９
時
３０
分
） 

2
日
㈮ 

主
日
徹
夜
祷
（
18
時
） 

3
日
㈯ 

祭五

後旬
第
18
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

１８
日
㈰ 

祭五

後旬
第
２０
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

○
中
新
田
教
会 

１１
日
㈰ 

祭五

後旬
第
１９
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

奉
仕
作
業 

２４
日
㈯ 
廻
家
祈
祷
と
聖
歌
練
習 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
） 

２５
日
㈰ 

祭五

後旬
第
２１
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

★
収
穫
感
謝
祭 

 

○
教
団
・教
区
・
ブ
ロ
ッ
ク 

15
日
㈭ 

宣
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
（十
文
字
） 

２２
日
㈭ 

宣
教
企
画
委
員
会
（東
京
） 

２７
日
㈫ 

宣
教
献
金
案
内
発
送
作
業
（仙
台
） 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

10
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

その他の予定 芋煮会のご案内 

【聖歌会】 

(練習)１１日㈰ 

（発声）２５日㈰ 

 

【伝道会】 

・毎週水曜日 

１８時半より 

・場所 会館３階 

第１集会室 

 仙台教会では、皆さんとの交わり

の機会を設けたく、教会で「芋煮

会」を行います。 

初めての試みのため不手際もあ

るかと思いますが、お気軽にご参

加ください。雨天決行。 

日時：１０月１８日㈰ 聖体礼儀後 

参加費：５００円（高校生以下無料） 

１８
日
㈰ 

聖
体
礼
儀
後 

＊
芋
煮
会
（ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
） 

 


